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「これでいいのか静岡県連・2」                                     後藤隆徳  

  

2024/03/03、第 58 期総会、概ね総会議案は終了し、最後の役員選出に入った。選出は、

代議員のみで、三役・理事は議場から退出している。  

選出用紙が配られた。いつもの事だから、特に注視はしなかった。が、その時、清水労

山の大谷さんが叫んだ。「この選出用紙の、清水勤労者山岳会 CHC は、何ですか？！」  

選出用紙にある、「清水勤労者山岳会 CHC」は、聞いたことがない会名である。その会か

ら、竹本氏が会長、加藤秀子氏が理事に推薦されていた。  

代議員は一瞬、「キツネにつままれたような感じ」だった。選出用紙を配った、事務局の花

澤氏から、特に説明・弁明はなかった。役員選出で、静岡県連に所属していない会から立

候補はあり得ない。また、大谷氏は、清水労山の承諾なく勝手に会名を使われたことに憤

慨していた。  

たまらず、議長の静岡労山・加藤氏が、場外の竹本氏を呼んで、事情を聴いたが、「しど

ろもどろ」で、明確・納得できる説明は聞けなかった。  

■  

  議長の加藤氏は「強引過ぎる」で、竹本氏の立候補を認めなかった。結局、誰からなし

に、「安倍っ子でやったら」の妥協案が出て、「安倍っ子」で行おうとしたが、実は、竹本

氏は、「安倍っ子」から、推薦を得ていなかった。 

理由は、清水勤労者山岳会移籍云々で、揉めていたからである。 では、提出した「清水

勤労者山岳会 CHC」から推薦を得ているかと言えば、当然、実体がない会からの推薦はあり

得ない。では、一体、誰が推薦したのか？  

ほか、不可解だが、「安倍っ子」から推薦された理事候補のＭさんが投票用紙から、削除

されていた。そもそも、「安倍っ子」の欄が無かった。また、全く関係ない筈の加藤秀子氏

が、「清水労山 CHC」で理事推薦されていたのは、どういうことなのか？  

選出用紙は、理事長・事務局長共、当日まで関知していなかったという。では、これは、

誰が何の為に作ったのか？結果、3/17、臨時理事会で再選出（再投票）が決まった。が、  

この臨時理事会、各会は余計な手間暇・出費を強いられた。損失補償は何処が、誰がす

るのか？  

■                        

  3/29、投票用紙が送られて来た。総会時、行った理事長選出は無かった。3/3、選出そ

のものが不成立・無効と考えれば、理事長も再選出の対象ではないのか？それとも、海野

氏は、3/3、理事長に選出されたと、思い込んでいるのだろうか？  

最大の摩訶不思議・魑魅魍魎（ちみみょうりょう）は、竹本氏が、強引とされた「清水

勤労者山岳会 CHC」で再出馬していたことだ。理由は、3/1 全国連盟に登録し、その後、承

認されたから被選挙権を有するとのことのようだ。  

しかし、仮に今後、竹本氏が「清水勤労者山岳会 CHC」名称が使えなくなり、別会名を名

乗った場合、今回の再選出結果は、またまた、不成立・無効となる可能性がある。  

■  



 ともかく、静岡県連の長を決定する選出で、静岡県連で承認・認知されていない会所属の

会員が立候補し、結果的に長になった事実は、どう考えても理解に苦しむ上、納得出来る

ものではない。 天下の宝刀、全国連盟の承認を得たので、「何でも出来る、何をしてもいい」

は、余りに、県連を愚弄した行為だ。  

これは、許されるものではなく、健全な労山・県連発展に水を差すものである。また、

これらを承知していた筈の各会指導者・代議員が再選出したことも信じ難い。  

おかしな政党が不可解な政治を行う国政同様、結局、それは、選んだ有権者の責任で、

自ら首を絞めることである。 

今回の再選出は、県連会員の無自覚、無責任の結果である。  
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3/3 の選出用紙・・・静岡安倍っ子会名・理事推薦者名が削除されているが、理事長推薦欄はある 

 

再選出用紙・・・清水勤労者山岳会 CHC と静岡安倍っ子の名称があるが、理事長選出欄はない 


